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学校と家庭のより良い関係性の構築に向けて（お知らせ） 

 

平素は、本市の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

本市では、子どもたちが安心して学び、成長できる環境づくりに努めている中で、学校が子どもたち

としっかり向き合うためには、学校と保護者の皆様が互いを尊重し合う「より良い関係性の構築」が何

よりも大切であると考えます。 

一方で、近年、全国の学校現場において、社会通念上許容される範囲を超える過度なご要望や、教職

員の心身を傷つけるような言動（いわゆるカスタマーハラスメント）が課題となっています。 

こうした状況を受け、市立の幼稚園、小・中学校では、教職員が心身ともに健康な状態で子どもたち

に向き合える環境を守るため、以下のように対応を進めてまいります。 

すべての子どもたちにとってより良い教育環境づくりのため、皆様のご理解とご協力をよろしくお願

い申し上げます。 

 

記 

 

１ 基本的な方針 

⑴ 「正当なご意見・建設的なご要望」には誠実に対応します。 

学校の教育活動に対するご意見や、お子様の学校生活に関するご相談等につきましては、これま

で通り真摯に耳を傾け、学校運営の改善に努めていきます。 

⑵ 「社会通念上許容される範囲を超えた言動」には組織として毅然と対応します。 

教職員個人を追い詰めるような言動や、学校の業務に支障をきたすような不当な要求等に対して

は、教職員個人に任せるのではなく、教育委員会および学校組織として厳正に対応（要求のお断り、

退室要請、警察や専門機関との連携など）します。 

 

２ 社会通念上許容される範囲を超えた言動の例 

次のような言動は、教育活動や教職員の就業環境を損なうものとして対応します。 

怒鳴る、威圧的な態度、暴言や人格を否定する発言 

暴力、物を叩くなどの威嚇行為 

客観的事実に基づかない謝罪の要求や、教育の枠を超える過度な個別対応の強要 

業務に支障をきたす執拗な連絡や、正当な理由のない長時間の居座り 

教職員の無断撮影や、SNS・インターネット上への投稿 

 

３ お願い 

子どもたちの笑顔あふれる学校生活のため、これからも家庭・学校双方が思いやりのあるコミュニ

ケーションを重ねることができるよう、引き続き温かいご支援をよろしくお願いいたします。 


